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機械エ学分野におけるマイクロ。ナノ技術の探求

機械システムエ学科鳥居修一

１．緒言

機械システムエ学科（定員９７名）は、多くの工業

製品の高機能化、信頼`性や安全性の確保、新技術の開

発、社会経済の発展、地球規模の諸問題の解決など、

様々な科学技術や産業の技術革新を支える基盤技術及

び基礎学問を取得することを目指し学生を育成してい

る。２１世紀を迎えて科学技術が急速に高度化し、国

際的・社会的ニーズの多様化する中で、本学と学術協

定を締結している大学と各研究分野と交流を持ち各研

究分野での連携及び異分野の研究の融合を行うことは、

本学科の研究の更なる進展に寄与するだけでなく、学

生の国際協調吻性や学生自身が研究の国際競争レベルを

認識する有効な方法である。

機械工学の分野は多岐に分かれ、その各分野でマイ

クロ・ナノをキーワードとした研究が活発に進められ

ている。本学科も同様に、例えば、マイクロ加工、ナ

ノ研磨、マイクロ波診断、ナノ粒子、ナノ構造体、マ

イクロチャネル、マイクロバブル、マイクロポンプ、

マイクロフィンなどについて活発に研究されている。

更に、このような研究を進めるに際し、ものづくり教

育を通して各研究分野での学生の育成も同時に行われ

ている。各研究に関連したものづくりを行うことによ

って、高性能化・高機能化が進む機械システムを総合

的な視野と洞察力から解析し、それに必要な科学技術

を開発することのできる高度な専門能力を育成してい

る。

平成１６年４月に南台科技大學（台湾）は本学工学

部・大学院自然科学研究科と学部間交流協定を締結し

た。南台科技大學は以前から活発に進められているナ

ノ・マイクロに関連した研究拠点であり、本学科の学

部学生が締結大学と交流することができれば、本学科

が教育目標として目指している国際的視野およびリー

ダーシップを兼ね備えた人材を育成することをより強

力に推進することができる。

以上の点に鑑み、本学と学部間交流協定を締結して

いる南台科技大學との交流、特に2006年国際ナノテ

クシンポジウムに本学科の学生を参加させ研究発表を

行い学生交流を持つことができれば、海外研究機関と

の連携研究と交流協定の更なる推進、及び国際学生も

のづくり共同研究の基盤形成が促進されるものと期待

される。

２実施概要

平成１８年１１月９，１０日に南台科技大學（台湾）

で開催された２００６年国際ナノテクシンポジウム（図

１）に本学大学院機械システムエ学専攻に推薦入学で

合格した学生２１名を参加させ、ポスターセッション

で研究発表したことについて報告する。
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図１シンポジウム案内

１１月８日に福岡空港に集合し、午前１０時に台北

（台湾）に向けて出発した。台北空港を経由して高雄

に午後到着した｡その後､賞切バスで台南市に移動し、

夕方に市内のホテルに到着した。

１１月９日に南台科技大學で開催されるシンポジウ

ムの開会式に出席後、招待講演会に参加した。図２は

招待講演会の風景を示している。招待講演終了後、ポ

スターセッションと口頭発表講演会が開始された。参

加学生は、ポスターセッションの準備と発表のために

別会場へ移動した。２１名の学生の内、９名が下記の

タイトルの研究内容を発表した。
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図３ポスターセッション風景

当日のポスターセッション終了後、学長、招待講演

者との記念撮影を行った（図４)。この記念写真は南台

科技大学の大学新聞に掲載され、それが記載された新

聞は本学工学部長に１２月に提出した。

図３にポスターセッションの風景を示している。各

ポスターにおいて、南台科技大学の学生や他大学から

参加した学生が多くの質問をしたことから、学生は英

語によって回答した。更に、ポスターを発表しなかっ

た学生も、他大学のポスターに対して積極的に質問を

していたへ

図４南台科技大學長との記念写真

(最前列中央の赤いネクタイの男』性が学長）

当日の昼食時は、本学科の参加学生全員、南台科技

大學の学生及び南台科技大學に留学している日本人学

生を交えて交流会を持つことができた。その時は、英

語でコミュニケーションをとったり、日本語が少しで

きる南台科技大學の学生は積極的に日本語でコミュニ

ケーションをとっていたことから、今回の目的でもあ

る学生間交流も十分達成できたと考えられる。図５は

熊本大学の学生と南台科技大學の学生との昼食風景を

示している。

１０日(金)の午前中はシンポジウムに出席して、台

湾国内の大学からの参加者の講演発表やポスターセ
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図２招待講演風景
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ツションに参加した。

午後より高雄に賞切バスで移動し、高雄空港から台

北国際空港を経由して福岡空港に到着した。その日の

夜に熊本に到着した。
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図５熊本大学の学生と南台科技大學の学生との昼食

風景

３．まとめ

海外のシンポジウムに出席したことによって、参加

学生には以下の効果が現れた。

１１卒研への取り組みに変化が現れた。即ち、異国の

大学の学生とのコミュニケーションや学会で発

表することで､学生各位の研究テーマに対する取

り組みが変わった｡目的意識とそのための研究方

針を自ら明確に定めることができた。

２)．コミュニケーション能力（英語）に対する取り組

みが変わった。

３１シンポジウムに参加し日本語が通じない国で､英

語を通じてコミュニケーションを行うことによ

る語学力に低さ､同年代の研究に対する取り組み

の高さ、などを経験したことで、２００７年１１月

に同大学で開催されるシンポジウムに参加し研

究発表することを決意した。
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